
院内助産開設に向けたシンポジウム開催と結果 
助産師は、正常産においては独自に取り扱うことが出来る職種で、助産師の専門性の積極的 

な活用は、助産師のモチベーションの維持・向上、妊産婦の満足に繋がり、ひいては医師のタスク・

シフト／シェアの一端を担うことにも寄与する。院内助産を開設するに当たっては、一定の認証制度

のもと知識・技術を習得し、自律した助産ケアを提供できるアドバンス助産師の育成は不可欠であ

る。本シンポジウムを通して自施設の障壁を明らかにし、院内助産開設を検討する機会としたい。 

【 テーマ 】院内助産を考える ～助産師の専門性を生かしていくために～ 

【 目 的 】院内助産開設を考える機会とする 

【開催日時】令和 4年 11月 19日（土）13：30～15：30 

【開催場所】グランヴィリオホテル１階 グランヴィリオホール 

（〒770-0941 徳島市万代町 3-5-1） 

【当日スケジュール】 

 13：00 受付 

 13：25 オリエンテーション 

 13：30 開会のあいさつ 

 13：35 シンポジウムの趣旨説明  

   徳島県看護協会助産師活用推進事業 アドバイザー 鈴記洋子 

 13：45～14：45 シンポジウム 

 座長：徳島大学大学院医歯薬学研究部助産学分野 教授 葉久真理 

 シンポジスト１（看護管理者の立場から） 徳島大学病院 看護部長 上田美香 

 シンポジスト２（医師の立場から）  徳島大学病院 産婦人科医師 加地 剛 

 シンポジスト３（助産師の立場から）    徳島大学病院 助産師 橋本 綾 

 シンポジスト４（妊産婦の立場から）                  坂本久美子氏 

 14：45 休憩 

 14：55 ディスカッション 

 15：30 閉会 

【対 象 者】県内の助産師（会員・非会員）、看護師、産婦人科医師、施設管理者、事務職等 

【受講費用】無料 

【研修参加者】64名（医師 3名  保健師 3名  助産師 43名  看護師 3名  薬剤師 1

名助産師学生：11名） 

 【研修風景】 
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 【アンケート結果】 

 回収率：89％ 

 

 

 

 

③院内助産の開設をする上で障壁になると感じること  

・人員不足（29名）人員配置 勤務体制 

・医師の理解(６名)医師の意見 医師との信頼関係 医師と協力体制の構築 医師との協同・すみわけ 

・経験値の違い(2名) 若年層の教育 助産師の責任(2名) 安全面 教育体制 助産技術の向上 



・システム作り 

・管理者の受け入れ体制 病院全体の理解 

・施設 設備のハード面(院内助産に一部屋使うと分娩室が 2つとなるため分娩が重なった場合足りない) 

・スタッフの気持ち モチベーション  スタッフ間での意識、目標の統一 

・興味がないスタッフの協力を得るのは難しい  

・通常業務に追われて開設へのやる気が湧いてこない 

・混合病棟での助産師のモチベーション 

・助産に専念できない環境、日々の業務で院内助産を目指す助産師の意欲のなさ 

・混合病棟であり、看護業務が多忙 

・古い体制をどう変えるか検討 

・他職種の需要 他職種との連携 

・患者の希望者が少ない 

・医師の需要 

・看護師の理解 

・関わる人の院内助産それぞれの捉え方 考え方の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今後取り組みたいことや新たな発見について  

【医師】  

・加地先生の話の産婦人科医へのアンケートがとても興味深かった 

・医師の立場 

・医師にも院内助産に心から協力してもらえるような信頼関係を築くためにはどうしたら良いかという 

課題 

・加地先生のその病院ごとの形があるという言葉が、印象的でした 今できることをやっていきたいと思

いました 妊娠中からの継続ケアに関わっていきたいと改めて思いました 

・医師の捉え方がよくわかりました 医師との協働は、大切なことですので、医師としっかりコミュニケ

ーションとりながらしていくことも今後再考していく必要があると感じました 

・医師との信頼関係の構築 

【前向きな意見】  



・院内助産について前向きに考えて行きたい 

・院内助産の取り組みの中で自身の施設でも実施できそうなことを取り入れていきたい 

・ひなたと同様の組織は難しいが取り組めるところから導入していきたい 

・施設によって様々な状況があり、その施設でできる事をまずやってみるということは、院内助産だけで

なく全てのことにおいて言える事だと感じた 今後の取り組みに活かしていきたい 

・それぞれの現場での院内助産の在り方を考えていく必要があると思った すでに出来ていることを少し

発展させていけば、より高い出産満足度に繋がると感じた 

・院内助産を行う上では、既存の概念や形に捉われるのではなく柔軟な考えを持って臨むことが重要だと

気付きました 貴重なお話を聞かせていただきありがとうございました 

・院内助産といっても、一通りだけではなく、施設によってそれぞれの在り方があると思った その地域

や妊産婦の特徴などに合わせて、それぞれの施設でその施設らしい院内助産ができることで、妊産婦さ

んの選択肢の幅も広がり、よりその人らしいお産にもつながるのではないかと感じた 

【助産師外来・母乳外来の充実】  

・助産師外来の充実(2名) 

・まずは助産師外来で、妊産婦と深く関われるように取り組んでいきたい 

・院内助産の前に助産師外来を軌道に乗せて、分娩前から助産師と産褥婦との一貫した密な関わりが持て

るようにしていきたいと思います 

・全例の母乳外来を行いたい 助産師として実施できること、働く助産師がしたいことを共有して新たな

ことを始めたいと思えました 

【スキルアップ】  

・スキルや知識の向上 

・院内助産の概念 

・勉強していきたい 

・院内助産で働くことを目標として、まずは助産師として知識や技術を磨くこと 

・フリースタイルについてや、正常か異常の判断の学習や妊婦さんの指導や手厚いケアなど 

・学生の立場として、これから医療の現場で働く身であるため、専門性の高い助産師になれるよう学び続

けたいと思った 

・助産師としての提供できる技術や知識を深めていくことが、それぞれの産婦さんの満足のいくお産につ

ながると思いました 

・院内での助産師キャリアラダー 

・助産師の専門性を高める 助産師がもっと力をつけていく事 

・全ての妊産婦に向けたケアの充実 

・妊婦健診での産婦との関わり 

・関わり方 

・院内助産メンバーとして経験を積みたい。自分がなりたい助産師像を明確化して、それに向けて計画を

立てる" 

【感想】  

・振り返る良い機会となった 

・院内助産の実際を知ることができた 

・助産師の業務やケアは本来何か、考えるきっかけになった 医師、助産師のそれぞれの立場から、チー



ム医療として考えさせられた 

【連携】  

・病院では産後 1ヶ月までの関わりが中心となっているが、母子関係の構築の介入をする上では病院、里

帰りなどから離れた、産後 2ヶ月、3ヶ月までの助産師の関わりが必要でないかと思いました 理想は

全産婦に関わりたいが、まずは院内助産対象者にでも地域と継続して積極的に関われるシステムも必要

と思いました 

・周産期医療を担う担当課とも情報共有したい 

【その他】  

・助産師の出向 

・今後 助産師数の確保をどのようにするか 

７．本日のシンポジウムに関するご意見、ご感想  

・医師の率直な意見に考えさせられました 

・医師目線からの院内助産についての意見が聞けて参考になった 

・医師側、利用者側からの意見を聞けてよい機会になりました 

・全ての発表が勉強となりましたが医師の立場からの意見も聞けたことの意義が大きかったです 

・色々の立場からの発表であり、本音も聞けてよかった 

・様々な角度からのご発表を聞けて良かった 

・それぞれの立場からのお話が聞けて、とても勉強になりました 女性の持つ生む力が発揮されるような

関わりができる助産師になりたいと思いました ありがとうございました 

・様々な視点、立場から院内助産についての意見を聞くことができとても勉強になりました 

・助産師だけでなく、医師、管理者が参加していたことは、とても意味があると思いました 

・色々な立場の方から意見が聞けたことが非常に有意義だった 

・それぞれの立場からの視点を聞くことができてとても勉強になりました 

・実際に利用者様からの感想が聞けたこと、動画も見させていただき、少し院内助産のイメージが湧きま

した 

・大変勉強になりました 

・大変面白い内容でした 

・院内助産開設や管理について学ぶことができ、とても勉強になりました 

・とても参考になりました 

・いろんな面から考える事ができた 

・助産師としてできることは何かを改めて考える機会になりました 

・とても有意義な会でした 助産師の質の維持向上にむけて頑張ろうと思いました 

・刺激と学び多い時間でした ありがとうございました 

・普段業務中心で仕事を行なっている中で、このような内容を勉強できたのはいい機会だった 

・今回のシンポジウムを受講し、助産師として妊娠期から産褥期への継続した関わりの大切さを改めて感

じました 

・将来的には助産師が主体となるお産ができるような病院にしていきたい 

・院内助産のシステムが整えば、出産に対して積極的になれる妊産婦が増えると思いました 

・助産師さんの熱意を感じ支援したいと思いました 

・継続してほしい 



・大学病院のエキスパート助産師研修を受けてみたいと思った 私の病院では、助産師の教育が進んでい

ないため、スタッフのモチベーションも上がらない現状がある 

・定期的にシンポジウム等を開催することで院内助産の理解が進んでいくのではないかと感じた 



資料4－②
　

来所 訪問
電話
相談

乳房ケア
（マッサー
ジ・授乳指
導）

妊娠・分
娩・産褥・
育児指導

骨盤ケア
ベビー

マッサージ

更年期
思春期相
談

その他

1 菊原助産院 771-0101 徳島市川内町竹須61-3 090-4506-3511 ● ● ● ● ●

2 ウェルネス橋本助産所 770-0815 徳島市助任橋3丁目1-3 090-4504-9362 ● ● ● ● ●

3 舩戸助産所 770-0042 徳島市蔵本町3丁目27-4 090-8285-9843 ● ● ● ● ● ●

4 みさ子助産院 779-3124 徳島市国府町中71-4 090-3183-3830 ● ● ● ● ●

5 たなか助産院 770-8053
徳島市沖浜東1-39
ウォーターフロント沖浜603

080-6282-3013 ● ● ● ● ●

6 子来助産院 770-0047
徳島市名東町2丁目272-1
シャンドゥフルール107

080-3161-7181 ● ● ● ● ● マタニティヨーガ

7 manaka助産院 770-8077 徳島市八万町夷山154-1 080-2851-0363 ● ● ● ● ● ● リフレクソロジー

8 きいろの助産院 770-8051
徳島市沖浜町北畑536-2
アビタシオン沖浜ラディアンス602

090-7582-7865 ● ● ● ●

9 恵愛産後ケアハウス 770-0023 徳島市佐古3番町4番21-2 088-653-1225 ● ● ● ● ● ●

10
名
西
郡
石井のサンバせつこ助産所 779-3233 名西郡石井町石井字石井1487-1 090-4509-6779 ● ● ● ● ● ●

11 いない助産所 779-0119 板野郡板野町西中富字東中須35-6
088-672-2830
090-3988-5808

● ● ● ● ● ●

12 新居助産所 771-1342 板野郡上板町佐藤塚西188-8
090-9775-4923
088-694-6789

● ● ● ● ● ●

13 ばんどう助産院 771-1302 板野郡上板町七条字石橋ノ上30-15 090-1577-2104 ● ● ● ● ●

14 いとう助産所 771-１212 板野郡藍住町徳命字前須西１37-7 090-2826-5144 ● ● ● ● ●

15
阿
波
市

佐野助産院 771-1504 阿波市土成町成当763-1
090-9558-2726
088-695-2788

● ● ● ●

16 かわにし助産院・鍼灸院 776-0010 吉野川市鴨島町鴨島字本郷235-1
0883-30-3530
090-4783-8129

● ● ● ● ● ● 鍼灸

17 こまき助産院 776-0014 吉野川市鴨島町知恵島37-1 090-7789-6797 ● ● ● ● ● ● ●

18
三
好
市

山下助産院　－OHANA- 778-0012 三好市池田町イケミナミ1923-3
0883-72-3520
090-1006-0812

● ● ● ● ● ●

19 あゆみマタニティールーム 773-0008 小松島市田野町字平田68-28 090-4786-9620 ● ● ● ● ● ●

20 Abe助産院 773-0001 小松島市小松島町字北浜１32-4 090-4782-4486 ● ● ● ● ● ● ●

21 子育てサポート小島助産所 773-0015　 小松島市中田町字内開３３－４ 090-4976-7958 ● ● ● ● ● ●

22 仁助産院 779-1119 阿南市那賀川町日向15-18 0884-42-2764 ● ● ● ● ● 鍼灸

23 ハッピー・ベル助産院 779-1121 阿南市那賀川町黒地544-4 090-1325-0716 ● ● ● ● ●

※その他　　離乳食教室
デイケア・ショートステイ

連携助産所・助産院一覧

阿
南
市

板
野
郡

吉
野
川
市

小
松
島
市

徳
島
市

２０２３年１月現在
事業形態

助産所・助産院名 郵便番号 住所 電話

業務内容



資料４－③

連携医療機関一覧（産婦人科関連）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年1月現在

施設名 電話番号 郵便番号 住所 月 火 水 木 金 土

9：00～12:00 〇 〇 〇 〇 〇

13：00～17：00 〇 〇

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14：00～18：00 〇 〇 第1・3・5は休 〇 〇

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇

15：00～18：30 〇 〇

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14：30～18：00 〇 〇 〇 〇 〇17:00まで

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15：00～18：30 〇 〇 〇 〇 〇16:00まで

14：00～14：30 〇 〇 〇 〇 〇

9：00～ 〇 〇 〇 〇 〇

　　　～16：00 〇 〇 〇 〇 〇

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇

14:30～18：00 〇 〇 〇 〇

9：00～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15：30～18：30 〇 〇 〇 〇 〇

14：00～16：00 〇 〇 〇

施設名 電話番号 郵便番号 住所

連携医療機関一覧

産後1ヵ月以上でも、まずは出産した病院に問
い合わせてほしい。（里帰りで無理な場合はや

むを得ませんが）

病院

その他

恵愛産後ケアハウスと提携しているた
め、そちらの施設へ紹介することもありま

す

産後乳腺炎の場合、ケアが必要なときは
助産所へ紹介させていただいています

産後乳腺炎の場合、助産所へ紹介させていた
だきています

診察時間
診療所

出産施設
がダメなら
いつでも可

〇

〇

必要

必要

不必要

必要

０８８４－７２－１１６６ 775-0006 海部郡牟岐町中村字杉谷266

〇

〇

小松島市小松島町字井利ノ口103番０８８５－３２－２５５５  773-0001　

０８８３－６４－３１４５ 779-4401

０８８－６８３－００１１ 772-8503

０８８３－７２－１１３１   778-8503　

徳島市蔵本町2丁目50-１

０８８４－２８－７７７７ 774-0045 阿南市宝田町川原6番地1

だいとうレディース
クリニック

徳島県立三好病院　産婦人科

鳴門市撫養町黒崎字小谷32番

阿南市学原町上水田11-7

三好市池田町シマ815-2

美馬郡つるぎ町半田字中藪234-1

徳島市蔵本町1丁目10-3

徳島市北常三島町2丁目34番地 770-0812　０８８－６２２－５１２１

必要

診療日

乳腺炎の
み

〇

原則出産
施設でお願

いしたい

〇

予約の必
要性

必要

いつでも

1

2

０８８－６７４－６８１８ 779-3223 名西郡石井町石井字石井513-1

770-8024 徳島市西須賀町下中須85-7

０８８－６７６－３３７０ 770-8054 徳島市山城西3丁目26

恵愛レディースクリニック

しんくら女性クリニック

春名産婦人科医院

平尾レディースクリニック

3 徳島市

名西郡

０８８－６０２－２０８８

山城公園レディースクリニッ
ク

なかたに産婦人科

遠藤産婦人科

０８８－６５３－１２０１

０８８－６５２－２５３８

770-0855 不必要

不必要

必要

必要〇

770-0023 徳島市佐古三番町4-6

自施設で出
産者のみ

対応

産後1ヶ月
以降なら他
施設出産で

も可

徳島市新蔵町3丁目59番地

770-8063 徳島市南二軒屋町1丁目2-55

海部郡

鳴門市

美馬郡

三好市

小松島市

徳島市民病院　産婦人科

阿南市

8 阿南市 阿南医療センター　産婦人科

9

1

2

3

4

徳島赤十字病院　産婦人科

徳島県鳴門病院　産婦人科

徳島市

10

徳島大学病院　産婦人科

徳島県立中央病院　産婦人科

徳島県立海部病院　産婦人科

5

6

０８８－６６９－６３６６

771-1121

０８８４－２３－３６００ 774-0014

4

5

０８８－６３１－７１５１

6

7

０８８－６８３－１５８８ 772-0011

 770-8539　

０８８－６９２－０３３３

木下産婦人科内科医院

鳴門市

779-3233 名西郡石井町石井554-7

中山産婦人科

０８８－６３３－７１７７ 770-8503

7

9 板野郡

8

０８８－６７４－１２０５

つるぎ町立半田病院　産婦人科

鳴門市撫養町大桑島字北の浜71

板野郡藍住町東中富字長江傍示5-6



資料４－④

2023年1月現在

施設名 電話番号 郵便番号 住所 月 火 水 木 金 土

９：30～12：30

13：30～17：00 〇 〇 〇 〇

14：00～16：00 　〇

施設名 電話番号 郵便番号 住所 月 火 水 木 金 土

9：00～12：00 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14：30～17：00 〇 〇 〇 〇 〇16:00まで

8：30～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14：00～18：00 〇 〇 〇 〇 〇 〇17:00まで

9：00～12：00 〇 〇 〇 〇 〇

14：00～17：00 〇 〇 〇 〇 〇

9：00～１３：00 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14：30～18：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇17:00まで

11：30～12：30 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13：30～16：00 〇 〇 〇 〇

９：00～１２：００ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15：00～18：00 〇14～18 〇 〇 〇 〇17:00まで

　9；00～ 〇 〇 〇 〇 〇

　　～17：30 〇 〇 〇 〇 〇

施設名 電話番号 郵便番号 住所

連携医療機関一覧

０８８－６３１－３１１１

2 徳島県立中央病院　小児科 ０８８－６３１－７１５１

4

板野郡

北島こどもクリニック ０８８－６９７－２２２１

5 富本小児科内科

770-8503 徳島市蔵本町2丁目50-１

771-1220 板野郡藍住町中富字東傍示１の３ いつでも 必要

4 阿南市 阿南医療センター　小児科

3 美馬郡 つるぎ町立半田病院　小児科

7
徳島赤十字ひのみね総合療育

センター

1

徳島市

徳島大学病院　小児科

０８８４－２８－７７７７ 774-0045 阿南市宝田町川原6番地1

０８８５－３２－０９０３ 773-0015　 小松島市中田町字新開4-1 いつでも 必要

０８８３－６４－３１４５ 779-4401 美馬郡つるぎ町半田字中藪234-1

770-8539　 徳島市蔵本町1丁目10-3

連携医療機関一覧（乳幼児の発達に関する小児科関連）総合病院　　発達障害者総合支援センターホームページで小児科を標榜する施設

小松島市

6 ふじの小児科クリニック ０８８５－３７－０２５０ 773-0023 小松島市坂野町字平田18-4 いつでも 必要

いつでも 必要771-0203 板野郡北島町中村字東堤ノ内１９－１

０８８－６９２－７２２８

770-0866 徳島市末広2丁目1-111 いつでも 必要０８８－６２４－８６６０

その他
予約の必
要性

必要 急な手術が入る可能性があるため、来院を希望する
場合はあらかじめ受信日時の確認を

三好市三野町芝生1242-6 いつでも 必要

一度見学してもらえると嬉しいです

乳児発達外来は原則完全予約制です
が、時間は毎週変動制になります。事前

に電話で確認が必要

徳島市北矢三町3丁目3番41号 いつでも 必要

徳島市昭和町8丁目70番地3　 いつでも 必要

連携医療機関一覧（乳幼児の発達に関する小児科関連）　　発達障害者総合支援センターホームページで小児科を標榜する施設

受け入れ
時期

予約の必
要性

診療時間
診療日

その他

０８８３－７７－２３００ 771-2304医療法人三野田中病院三好

770-0006　

2

徳島市

1

徳島市

田山チャイルドクリニック ０８８－６３３－２０５５

2 ふじおか小児クリニック ０８８－６２２－００１２

3 末広ひなたクリニック

770-0942　

連携医療機関一覧（乳腺外科関連）

診療日

田岡病院1

受け入れ
時期

徳島市万代町4丁目2番地の２０８８－６２２－７７８８ 770-0941 いつでも


